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公益財団法人日本バスケットボール協会 
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【報告内容】 

 

1．事務局組織変更(改革推進室および審判部の新規設置)について 

  ※資料 1 

 

2．規程類の改定について  ※資料 2 

 

3．外国籍コーチに関する特例・暫定措置の改定について 

  ※資料 3 

 

4．その他 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

資料 1 

 

1．事務局組織変更（改革推進室および審判部の新規設置）について 

 

ＪＢＡガバナンス強化および審判育成機能強化を目的として、事務局内組織変更を行う。 

なお、新設の改革推進室、および審判部の役割は以下のとおり。 

 

●改革推進室……（1）都道府県協会の相談窓口 

 （2）特別委員会（将来構想委員会）の運営と決定事項のフォロー 

（3）「ＪＢＳ」の推進とフォロー 

●審 判 部…… （1）ＦＩＢＡ担当窓口の設置（ＪＢＡ事務局内）とＦＩＢＡからの情報収集  

（2）ＦＩＢＡの指導内容や情報の把握と理解、展開  

（3）情報共有システムの充実  

（4）映像を駆使した基本指導内容の一本化 

 

【公益財団法人日本バスケットボール協会 組織図】 

 

ビジネス・
オペレーション

専務理事
事務総長

理事
事務総長補佐

事務次長

改革推進室

専門 大会実施

評議員会 76名

理事会 幹部会

1名 20名 8名

事務局 委員会

エグゼクティブ
アドバイザー

　財務委員会 　国体実施委員会

　法務委員会 　オールジャパン実施委員会

　将来構想委員会

　競技会委員会 　ウインターカップ実施委員会

　規律委員会 　ジュニアオールスター実施委員会

　審判委員会 　全国ミニ実施委員会

裁定

指導者養成部会
　裁定委員会

バスケットボール・
デベロップメント

　技術委員会

　　男子代表強化部会 特別

総務部 広報部 事業部

　　女子代表強化部会

総
務
／
企
画

財
務
／
人
事

事
業

3
x
3
推
進

運
営

女
子
代
表

普
及
育
成

　３Ｘ３委員会

強化・育成部 審判部

トップリーグ向上部会（男女）

　スポーツ医科学委員会

　施設・用具委員会

スポーツパフォーマンス部会

医
科
学

ユース育成部会

男
子
代
表

アンダーカテゴリー強化部会（男女）

(2016 年 7 月 14 日改定)



 

資料 2 

 

2．規程類の改定について 

 

所属団体である「一般社団法人バスケットボール女子日本リーグ機構（WJBL）」の名称変更

に伴い、基本規程（第 3 章 所属団体 第 63 条〔加盟種別〕ほか）、評議員選定委員会運営規

則の当該団体名称の記載について以下のとおり改定する。 

 

 【改定前】一般社団法人バスケットボール女子日本リーグ機構（WJBL） 

  ↓ 

【改定後】一般社団法人バスケットボール女子日本リーグ（WJBL） 

 

 ※その他、関連規程中、「バスケットボール女子日本リーグ機構」とある箇所はすべて 

「バスケットボール女子日本リーグ」へ読み替えることとする。 

 

＜その他＞ 

・当該団体では、2016 年 7 月 7 日の理事会で名称変更について機関決定済み。 

・定款上の当該団体表記は次回評議員会にて改定手続きを行うこととする。 

 

 

（※名称変更に関する詳細については、当該団体にお問い合わせください） 

 



 

資料 3 

 

3．外国籍コーチに関する特例・暫定措置の改定について 

 

B.LEAGUE 発足に伴う S 級コーチライセンスの設置に応じて、リーグで指揮を執る外国籍コー

チの資格基準の見直しを行う。見直しにあたっては、一定の基準を設け、質の高いコーチを招

聘できるような制度とし、リーグの競技力向上に寄与することを主眼とした。 

 

※主な変更点（※新旧対比表参照） 

・B1、B2、B3、WJBL の新たなコーチライセンス基準に添って、外国籍コーチの資格も S（F）級、

A（F）級、B（F）級の 3 段階のライセンスとした。 

（従来はトップリーグのライセンス基準が B 級であったため、外国籍コーチのライセンスも B（F）

級の 1 種類のみだった） 

 

＜参考＞ 

・FIBA のコーチライセンスは 1 種類のみ（ランクなし）。 

・ヨーロッパ各国ではコーチライセンス制度が確立されているが、国際基準として統一されたもの

はない。 

・アメリカなどコーチライセンス制度が確立されていない国もあるため、その場合は実績での評

価、判断を行う。 

 

 

(※次ページ以降、参考資料【新旧対比表】ほか) 

 



 

資料 3－① 

【新旧対比表】 

旧規程 改定後 

外国籍コーチに関する特例・暫定措置     

 

 公益財団法人日本バスケットボール協会（以下、

「本協会」という）が定める「公認コーチライセンス制

度」および「コーチ登録規程」の附則として、一般社

団法人社団法人日本バスケットボールリーグ（ＮＢ

Ｌ）、日本バスケットボール育成リーグ（ＮＢＤＬ）、一

般社団法人バスケットボール女子日本リーグ機構

（ＷＪＢＬ）および株式会社日本プロバスケットボール

リーグ（ｂｊリーグ）（以下、「各リーグ」という）に参加す

るチーム所属の外国籍のコーチに関し、当面の措

置として、次の通り定める。 

 

（資格基準） 

第１条 ＪＢＡ公認Ｂ級コーチ資格を有しない外国籍

のコーチについては、次の基準に基づき、Ｊ

ＢＡ公認Ｂ（Ｆ）級コーチの資格を付与する。

   （１）国外のコーチライセンスを有する者で、そ

の ラ イ セ ン ス の 種 類 が Ｊ Ｂ Ａ 公 認 Ｂ

（Ｆ）級コーチにふさわしいと本協会

の 指 導 者 育 成 委 員 会 が 判 断 し た

者。 

（２）前項以外の者で、次の各号のいずれか

の条 件 を満 たす者 。尚 、「フルタイ

ム」とは、そのポジション（コーチ）に

専任として従事したことを意味する。

また、①、③に関しては通算してカウ

ントすることができる。 

①各国のトップリーグにおいて、通

算して３シーズン（３年）以上フル

タイムのコーチとして活動した実

績のある者。 

②ＮＢＡ、ＷＮＢＡ、ＮＣＡＡディビジ

ョ ン Ⅰ に お い て 、 １ シ ー ズ ン （ １

年 ）以 上 フルタイムのコーチとし

て活動した実績のある者。 

③ＮＢＡＤＬ、ＣＢＡ、ＮＣＡＡディビ

ジョンⅡ、ＮＡＩＡディビジョンⅠに

おいて、通 算 して３シーズン（３

年 ）以 上 フルタイムのコーチとし

て活動した実績のある者。 

④ＮＢＬ（ＪＢＬ）、ＮＢＤＬ（ＪＢＬ２）、

ＷＪＢＬ、ｂｊリーグにおいて、通算

して３シーズン（３年）以上フルタ

イムのコーチとして活動した実績

のある者。但し、２０１６年度以降

のシーズンについては、活動した

実績としてカウントしない。 

 

（審査および認定） 

第 ２条  ＪＢＡ公 認 Ｂ（Ｆ）級 コーチの審 査 について

外国籍コーチに関する特例措置       

 

 公益財団法人日本バスケットボール協会（以下、

「本協会」という）が定める「公認コーチライセンス制

度」および「コーチ登録規程」の附則として、公益社

団法人ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボール

リーグ（Ｂ１・Ｂ２）、一般社団法人ジャパン・バスケット

ボールリーグ（Ｂ３）および一般社団法人バスケットボ

ール女子日本リーグ（ＷＪＢＬ）≪削除≫（以下、「各リ

ーグ」という）に参加するチーム所属の外国籍のコー

チに関し、≪削除≫次の通り定める。 

 

 

（資格基準） 

第１条 ＪＢＡ公認Ｓ級／Ａ級／Ｂ級コーチ資格を有

しない外国籍のコーチについては、別表の基

準に基づき、コーチ資格を付与する。 

≪削除≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（審査および認定） 

第２条 ＪＢＡ公認Ｓ（Ｆ）級／Ａ（Ｆ）級／Ｂ（Ｆ）級コー



 

は、所定の様式にて各リーグを通して本協

会への申請を行う。 

  ２．申請に際して必要な資格審査手数料は５，０

００円とする。 

 

 

 

 

 

 

  ３．本協会は前条に基づいて申請内容を審査

し、ＪＢＡ公認Ｂ（Ｆ）級コーチの認定証 を発

行する。 

 

（登録） 

第３条 ＪＢＡ公認Ｂ（Ｆ）級コーチに認定されたコー

チはコーチ登録をしなければならない。 

 

２．登録料は５，０００円（１年間）とする。  

 

 

 

 

 

 

  ３．登録手続き、登録有効期間等は、コーチ登

録規程に準ずる。 

 

２０１４年１０月２７日制定 

チの審査については、所定の様式にて各リー

グを通して本協会への申請を行う。 

２．申請に際して必要な資格審査手数料は次のと

おりとする。 

①ＪＢＡ公認Ｓ（Ｆ）級コーチ 

２７０，０００円 

②ＪＢＡ公認Ａ（Ｆ）級コーチ 

６４，８００円 

③ＪＢＡ公認Ｂ（Ｆ）級コーチ 

３０，２４０円 

３．本協会は前条に基づいて申請内容を審査し、

ＪＢＡ公認Ｓ（Ｆ）級／Ａ（Ｆ）級／Ｂ（Ｆ）級コー

チの認定証を発行する。 

 

（登録） 

第３条 ＪＢＡ公認Ｓ（Ｆ）級／Ａ（Ｆ）級／Ｂ（Ｆ）級コー

チに認定されたコーチはコーチ登録をしなけ

ればならない。 

２．登録料は次のとおりとする。  

（１）ＪＢＡ公認Ｓ（Ｆ）級コーチ 

    １２，７００円／年 

（２）ＪＢＡ公認Ａ（Ｆ）級コーチ 

    ６，２００円／年 

（３）ＪＢＡ公認Ｂ（Ｆ）級コーチ 

    ５，２００円／年 
３．登録手続き、登録有効期間等は、コーチ登録

規程に準ずる。 

 

２０１４年１０月２７日制定 

２０１６年７月１４日一部改定 

 

【外国籍コーチに関する特例措置・別表】 

 基準 付与資格 

（１） ２０１５年以降に発行されたＦＩＢＡコーチライセンスを有する者。但し、２

０１４年以前に発行されたライセンスの場合、そのシーズンのＦＩＢＡラン

キングが日本を上回る国の代表ヘッドコーチを含む。 

ＪＢＡ公認Ｓ(Ｆ)級コーチ 

（２） （１）以外の国外のコーチライセンスを有する者で、そのライセンスの種

類がＪＢＡ公認Ｓ（Ｆ）級／Ａ（Ｆ）級／Ｂ（Ｆ）級コーチにふさわしいと本協

会の技術委員会が判断した者。 

 

ＪＢＡ公認Ｓ(Ｆ)級コーチ 

ＪＢＡ公認Ａ(Ｆ)級コーチ 

ＪＢＡ公認Ｂ(Ｆ)級コーチ 

※ライセンスの種類によっ

て付与資格を判断する。 

（３） アメリカ合衆国（一部カナダを含む）に

おける各リーグにおいて、フルタイムの

コーチとして活動した実績のある者。 

①ＮＢＡ、ＷＮＢＡのコーチ／

１シーズン（１年）以上 

あるいはＮＣＡＡディビジョン

Ⅰのいずれかのコーチ／３シ

ーズン（３年）以上 

ＪＢＡ公認Ｓ(Ｆ)級コーチ 

②ＮＢＡ、ＷＮＢＡ、ＮＣＡＡデ

ィビジョンⅠのいずれかのコ

ーチ／２シーズン（２年）以上

ＪＢＡ公認Ａ(Ｆ)級コーチ 

③ＮＢＡＤＬ、ＮＣＡＡディビジ

ョンⅡ、ＮＡＩＡディビジョンⅠ

のいずれかのコーチ／３シー

ズン（３年）以上 

ＪＢＡ公認Ｂ(Ｆ)級コーチ 



 

（４） （３）以 外 の各 国 のトップリーグにおい

て、フルタイムのコーチとして活動した

実績のある者。 

①ヘッドコーチ／３シーズン

（３年）以上 

あるいはリーグ優勝実績のあ

るチームのヘッドコーチ／１シ

ーズン（１年）以上 

ＪＢＡ公認Ｓ(Ｆ)級コーチ 

②ヘッドコーチ／２シーズン

（２年）以上 

ＪＢＡ公認Ａ(Ｆ)級コーチ 

③ コ ー チ （ ア シ ス タ ン ト を 含

む）／３シーズン（３年）以上 

ＪＢＡ公認Ｂ(Ｆ)級コーチ 

（５） ＮＢＬ（ＪＢＬ）、ＮＢＤＬ（ＪＢＬ２）、ＷＪＢＬ、ｂｊリーグにおいて、３シーズン

（３年）以上、フルタイムのコーチとして活動した実績のある者。但し、２

０１６年度以降のシーズンについては、活動した実績としてカウントしな

い。 

ＪＢＡ公認Ｂ(Ｆ)級コーチ 

 

 

 

 


